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イソプレノイド生
合成経路の設計
と酵素工学を基
盤に、希少・非
天然分子の生産
技術を開発。
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香料・機能性素材・高付加価値化合物酵素工学

経路工学

ドロップレット界面の散
乱光を抑え、微生物増
殖を高感度に検出。

ハイスループットスク
リーニングに資する
基盤技術。
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表面からの強力な散乱光 微生物由来の散乱光のみ
を定量的に評価可能

屈折率を調整した調合オイルの利用

【微生物を封入したドロップレットの暗視野観察】

代謝工学的なア
プローチにより、
天然には微量な
生理活性物質な
どの高効率生産
が可能。

目的物質の生合成遺伝子
発現系の設計と作製

宿主株へ
実装

オミクス解析等を利用した
生産性改善

目的物質高生産株の構築
(目標︓g/L以上の生産量)

約5日間の培養で、乾燥細胞重量100g/L
以上、パラミロン含有率約70%を達成。

ミドリムシの培養
最適化により、
パラミロンの大量
生産を支援。

ミドリムシ

粒子状の貯蔵多糖
抽出・精製が容易
高分子鎖長がほぼ均一
化学修飾で様々な特性を付与可能

パラミロン
フラスコ ジャーファーメンター タンク

培養条件最適化

スケールアップ・大量生産

【パラミロンの特性】

ミドリムシ由来の多糖「パラミロン」を、誘導体化やファイバーへの自己組織化によ
り、多様なバイオ素材へ変換。「藻類ナフサ」として活用可能。
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機械強度、皮膜形成性
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空孔、弾性、保液性
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増粘性付与

接着剤
高強度、易解体性

エラストマー
熱/機械的安定性

プラスチック
熱/機械的安定性、光学特性

ミドリムシ パラミロン粒子
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ブドウ糖

パラミロン
約2000個のブドウ糖

ファイバーへの自己組織化による構造変換

微生物
合成生物学・経路工学
微生物で目的物質を産生するための
生合成遺伝子を人工設計・構築

ドロップレットスクリーニング
有用な物質を産生する天然微生物を
迅速に選別・取得するプラットフォーム

微生物由来物質を用いた高機能バイオ素材の開発

バイオ素材の原料を産生する微生物の
大量培養技術

バイオ製造の
社会実装

多様なイソプレノイド分子の生合成デザイン
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パラミロン生産を支えるミドリムシ培養技術
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微生物の機能を活かした素材 ・ 有用物質の生産技術

ミドリムシ由来多糖「パラミロン」でつくる高機能バイオ素材

微生物の生産機能を活かし、持続可能な素材・化学品製造を実現する。
微生物の多様な機能を引き出し、持続可能な素材・化学品生産へ

微生物と拓く、持続可能なものづくり。


